
（別紙３）

～ 令和8年　2月21　日

（対象者数） 4 （回答者数） 2

～ 令和8年　2月 26　日

（対象者数） 14 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

他の場所でも（外出先）できるように、課外活動等の機会を
増やしていく

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

集団での活動の曜日設定を今以上に明確化する必要性があ
る。又環境を整える

2

3

家庭に近い環境（低刺激な空間）生活環境に近い導線で練習が
できる

視覚支援、感覚過敏への配慮、情報過多にならない空間づくり
をしています。家庭歓呼湯に近い環境で生活スキルアップに繋

げています

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

家庭的な空間の反面、集団での活動が不足しがちである 環境調整に課題がある

令和8年　1月　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　3月　3日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ふわり

○保護者評価実施期間 令和8年　1月　日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


